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概 要

統合沿岸域管理(Integrated Coastal Zone Management: ICZM)とは、国際的には単なる生物保護や海岸の

技術的な補修といった事項別管理を指すのではなく、沿岸域生態系の管理を柱とする統一的な方向性を

持つ管理哲学の下で、管理主体及び客体を統合する管理の在り方と把握される。ICZMは、平成 19年度

にはわが国政府が「海洋基本法」及び「海洋基本計画」を策定する中で、現実の目標として定めるに至

っている。こうした定義、傾向に照らして、鳥取県での沿岸域管理体制の現状と課題を検討した。

【来場者へのメッセージ】

山、川、海がコンパクトにまとまった美しい沿岸域である鳥取県を、総合的な沿岸域管理のモデルに

して、その魅力を高めましょう！
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